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障がい児成長支援協会

右のQRコードから上記のページの表示をお願いします。



1984(昭和59)年 小学校教諭として勤務
1996(平成8)年 国立鳴門教育大学大学院学校教育研究科生徒指導コース入学

（現職教員として専門知識を高める研修の機会を得る）
1999(平成11)年 福岡県教育センター研修主事として現場教職員の研修事業に携わる

2006(平成18)年 社会福祉法人に入職し障害福祉サービス事業に従事
経験業務 特別支援学校放課後支援事業責任者

福岡市委託相談支援コーディネーター（相談支援専門員）
障がい者グループホーム管理者・サービス管理責任者
生活介護（障がい者通所施設）サービス管理責任者

2016(平成28)年 合同会社サンクスシェア創立
2016(平成28)年 相談支援事業所（障がい者）福岡市指定
2017(平成29)年 相談支援事業所（障がい児）福岡市指定
2020(令和  3)年 スペシャルニーズアシストプロジェクト（SNA）始動

【資格】
・小中高教諭専修免許
・障害福祉サービスサービス管理責任者（全分野） ・児童発達支援管理責任者
・主任相談支援専門員
・鳴門教育大学生徒指導学会会員
・西日本心理劇学会会員
・日本保健教育学会会員
・保育士

【実績】
2016(平成28)年 強度行動障がい勉強会を毎月主催
2017(平成29)年 福岡福祉向上員会事務局員
2022(令和 ４)年 放課後等デイサービス８県23事業所スタッフ育成コンサルティング

◆ ６２歳

◆ ４人家族

◆ 北九州市戸畑生まれ

◆ パイナップル好き

◆ 納豆苦手

◆ 早起き得意

◆ 好きなところ

「ストレスほぼなし」

◆ 好きなフレーズ

「やれない理由を探さ
ずに、どうしたらや
れるかを考える！」

「Ｌｉｆｅ is choosing
人生は選択の連続だ」

【田中聡（さとる）プロフィール】



相談支援とは



【相談支援の手引き（サンクスシェア作成）】

１ 表紙

２ 福祉サービス申請～利用手続き（新規者編）

３ 福祉サービス申請～利用手続き（契約者編）

４ 用語解説（アセスメント・サービス等利用計画編）

５ 用語解説（受給者証・担当者会議編）

６ 用語解説（モニタリング・障がい支援区分編）

７ 解説（計画相談編）

８ 解説（基本相談・計画相談編）

９ 用語解説（相談支援専門員編）

１０ 解説（事業所の質の確保）

１１ 解説（サンクスシェアが提供するその他のサービス）

１２ 解説（児者が利用する主な福祉サービス）
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相談支援報酬体系



区分 配置要件 報酬単価 40件/月の差額

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅰ）

４名 常勤＆専従
（現任研修１）

2,014単位/月
(2,201単位/月)

176,800円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅱ）

３名 常勤＆専従
（現任研修１）

1,914単位/月
(2,101単位/月)

136,800円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅲ）

２名 常勤＆専従
（現任研修１）

1,822単位/月
(2,016単位/月)

100,000円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅳ）

２名 専従
（現任研修１常勤）

1,672単位/月
(1,866単位/月)

40,000円

サービス利用支援費（Ⅰ） １名
1,572単位/月

(1,766単位/月)
０円
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区分 配置要件 報酬単価 40件/月の差額

機能強化型 継続
サービス利用支援費（Ⅰ）

４名 常勤＆専従

（現任研修１）

1,761単位/月
(1,896単位/月)

181,200円

機能強化型 継続
サービス利用支援費（Ⅱ）

３名 常勤＆専従

（現任研修１）

1,661単位/月
(1,796単位/月)

141,200円

機能強化型 継続
サービス利用支援費（Ⅲ）

２名 常勤＆専従

（現任研修１）

1,558単位/月
(1,699単位/月)

100,000円

機能強化型 継続
サービス利用支援費（Ⅳ）

２名 専従

（現任研修１常勤）

1,408単位/月
(1,548単位/月)

40,000円

継続
サービス利用支援費（Ⅰ） １名

1,308単位/月
(1,448単位/月)

0円
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機能強化型サービス利用支援費の算定に必要な要件Ⅰ
Ⅰ
４名

Ⅱ
３名

Ⅲ
２名

Ⅳ
２名

① 利用者に関する情報又はサービス提供に当たっての留意
事項の伝達等を目的とした会議を定期的に開催しているこ
と。

〇 〇 〇 〇

② 24時間連絡体制を確保し、かつ必要に応じて利用者等
の相談に対応する体制を確保していること。

〇 〇

③ 新規に採用した従業者に対し、現任研修を修了した相談
支援専門員の同行による研修を実施していること。

〇 〇 〇 〇

④ 支援困難なケースに対しても、指定計画相談支援を提供
していること。 

〇 〇 〇 〇

⑤ 基幹相談支援センター等が実施する事例検討会等に参加
していること。 

〇 〇 〇 〇

⑥ 取扱件数が40件未満であること。 〇 〇 〇 〇
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複数の事業所による協働体制の要件

① 協働体制を確保する事業所間において、協定を締結していること。

② 協定を締結した事業所間において定期的（月１回）に確認が実施されている

こと。

③ 原則、全職員が参加するケース共有会議、事例検討会等を月２回以上共同し

て実施していること。

④ 運営規程において、地域生活支援拠点等であることを市町村により位置付け

られていることを定めていること。

⑤ 協働体制を組む各事業所に、常勤かつ専従の相談支援専門員が１名以上配置

されていること。

↑上記要件に加えて、通常の機能強化型サービス利用支援費（Ⅰ）～（Ⅲ）
の要件も満たす必要あり
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主な体制加算 要件 報酬単価 40件/月の差額

行動障害支援体制加算

研修修了者

支援提供

（いる）

60単位

（30単位）

すべての加算計

96,000円

要医療児者支援体制加算

精神障害者支援体制加算

高次脳機能障害支援体制加算

主任相談支援専門員
要件クリア

（いる）

300単位

（100単位）

120,000円

（40,000円）
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加算・単位 目的・内容 時期 対象 条件 限度 併給の可否

サービス提供時モニタリング加算100 訪問 利用状況 毎月 本人（事業所） 月１

サービス担当者会議100 会議 サービス利用 継続月 計画担当 開催＋継続 医療・保育・教育機関等連携加算（面談）と併給不可

初回加算 その他 退院・退所と医保教は併給不可

集中支援加算①300 訪問 サービス利用 以外 本人 月２（OL１可） ①②③④⑤各月１

集中支援加算②③300 会議 サービス利用 以外 本人・福祉等 開催/参加 ①②③④⑤各月１

集中支援加算④300 同行 連携 以外 本人・福祉等 訪問＋情報提供 月３（同病院１）

集中支援加算⑤150 情報提供 連携 以外 福祉等 情報（文書） ①②③④⑤各月１

医療・保育・教育機関等連携加算①200/300 会議 連携 利用・継続月 本人・福祉以外 開催/参加＋利用・継続 ①②③各月１ 初回加算と併給不可

医療・保育・教育機関等連携加算②300 同行 連携 毎月 本人・福祉以外 訪問＋情報提供 月３（同病院１）

医療・保育・教育機関等連携加算③150 情報提供 利用・継続月 福祉以外 情報（文書）＋利用・継続 ①②③各月１

居宅介護事業所等連携加算①300 訪問 者引継（介護保険・企業） 以外 本人 月２（OL１可） ①②③各月１ 初回加算と併給不可

居宅介護事業所等連携加算②300 会議 者引継（介護保険・企業） 以外 本人・引継ぎ先 開催/参加 ①②③各月１

居宅介護事業所等連携加算③150 情報提供 者引継（介護保険・企業） 毎月 引継ぎ先 情報（文書） ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算①300 訪問 児引継（保学・企業） 以外 本人 月２（OL１可） ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算②300 会議 児引継（保学・企業） 以外 本人・引継ぎ先 開催/参加 ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算③150 情報提供 児引継（保学・企業） 毎月 引継ぎ先 情報（文書） ①②③各月１

入院時情報連携加算Ⅰ300 訪問 入院時 毎月 病院 訪問＋情報（文書） ⅠⅡ合計月１

入院時情報連携加算Ⅱ150 情報提供 入院時 毎月 病院 情報（文書） ⅠⅡ合計月１

退院・退所加算300 訪問 退院退所時 利用時 病院・施設 訪問＋情報（文書）＋計画作成 ３回 初回加算と併給不可
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相談支援事業所サンクスシェアの軌跡



2016(平成28)年 ４月 合同会社サンクスシェア創立

2016(平成28)年 ５月 指定特定相談支援事業所（障がい者）

2017(平成29)年 ３月 指定特定相談支援事業所（障がい児）

2018(平成30)年 ５月 相談支援専門員②

2019(平成31)年 ４月 相談支援専門員③

2019(令和  1)年 １０月 ②③常勤職員

2019(令和  1)年 １１月 特定事業所加算Ⅲ指定

2020(令和  2)年 ６月 相談支援専門員（常勤）④

2020(令和  2)年 １０月 一般相談福岡市指定

2020(令和  2)年 １１月 特定事業所加算Ⅱ指定

2021(令和  3)年 １月 理学療法士（非常勤）

2021(令和  3)年 ４月 自立生活援助事業指定

2021(令和  3)年 ４月 相談支援専門員⑤

2021(令和  3)年 ７月 相談支援専門員⑥⑦

2021(令和  3)年 ７月 機能強化Ⅰ

2021(令和  3)年 １１月 相談支援専門員⑧

2022(令和  4)年 １月 事務員

2023(令和  5)年 ３月 相談支援専門員②退職

2023(令和  5)年 ４月 相談支援専門員⑨

2023(令和  5)年 １１月 街の相談室ほろんと協働体制開始
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相談支援事業所サンクスシェアの取り組み



【ア 量の確保】

① 体制加算の取得

（機能強化Ⅰ 資格取得 主任相談）

② モニタリング期間の短縮

③ 業務の兼務

（地域移行・地域定着・自立生活援助）

④ 積極的な加算取得・IT活用

【イ 質の確保】

① 業務の標準化

② 目標管理（人事考査）

③ 個人面談

④ 現場スキル訓練

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④

赤字にならない運営のための２つの観点



区分 配置要件 報酬単価 40件/月の差額

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅰ）

４名 常勤＆専従
（現任研修１）

2,014単位/月
(2,201単位/月)

176,800円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅱ）

３名 常勤＆専従
（現任研修１）

1,914単位/月
(2,101単位/月)

136,800円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅲ）

２名 常勤＆専従
（現任研修１）

1,822単位/月
(2,016単位/月)

100,000円

機能強化型
サービス利用支援費（Ⅳ）

２名 専従
（現任研修１常勤）

1,672単位/月
(1,866単位/月)

40,000円

サービス利用支援費（Ⅰ） １名
1,572単位/月

(1,766単位/月)
０円

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④

主な体制加算 要件 報酬単価 40件/月の差額

行動障害支援体制加算
研修修了者

支援提供

（いる）

60単位

（30単位）

すべての加算計

96,000円

要医療児者支援体制加算

精神障害者支援体制加算

高次脳機能障害支援体制加算

主任相談支援専門員
要件クリア

（いる）

300単位

（100単位）

120,000円

（40,000円）



複数の事業所による協働体制の要件

① 協働体制を確保する事業所間において、協定を締結していること。

② 協定を締結した事業所間において定期的（月１回）に確認が実施されている

こと。

③ 原則、全職員が参加するケース共有会議、事例検討会等を月２回以上共同し

て実施していること。

④ 運営規程において、地域生活支援拠点等であることを市町村により位置付け

られていることを定めていること。

⑤ 協働体制を組む各事業所に、常勤かつ専従の相談支援専門員が１名以上配置

されていること。

↑上記要件に加えて、通常の機能強化型サービス利用支援費（Ⅰ）～（Ⅲ）
の要件も満たす必要あり
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R8.1現在
２か所の事業所と協働体制

一事業所あたり 3万円/月
（コンサルティング契約）
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モニタリング期間の短縮
標準 短縮１ 短縮２

期間 ６か月 3か月 ２か月

報酬回数 年２回 年４回 年６回

40件/月
担当人数

240人 120人 80人

関係性 薄い 濃い 濃い

短縮すればするほど、関係性は濃く、計画
作成の事務量は少ないメリット



自立生活援助 配置要件 報酬単価

自立生活援助サービス費（Ⅰ） 30:１未満 1,566単位

集中支援加算 500単位

同行支援加算 4回以上 1,000単位

緊急時支援加算 Ⅰ 711単位

地域移行（一般相談） 配置要件 報酬単価

地域移行サービス費（Ⅰ） 3,613単位

退院・退所月加算 2,700単位/日

体験利用加算 Ⅰ 500単位/日

体験宿泊 Ⅱ 700単位/日

地域定着（一般相談） 配置要件 報酬単価

体制確保 3,503単位/月

緊急時支援費 Ⅰ 2,700単位/日

Ⅱ 500単位/日

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④

ひとりの相談支援専門
員が、「計画相談」
「自立生活援助」「地
域移行支援」「地域定
着支援」のすべてを兼
務できる。



加算・単位 目的・内容 時期 対象 条件 限度 併給の可否

サービス提供時モニタリング加算100 訪問 利用状況 毎月 本人（事業所） 月１

サービス担当者会議100 会議 サービス利用 継続月 計画担当 開催＋継続 医療・保育・教育機関等連携加算（面談）と併給不可

初回加算 その他 退院・退所と医保教は併給不可

集中支援加算①300 訪問 サービス利用 以外 本人 月２（OL１可） ①②③④⑤各月１

集中支援加算②③300 会議 サービス利用 以外 本人・福祉等 開催/参加 ①②③④⑤各月１

集中支援加算④300 同行 連携 以外 本人・福祉等 訪問＋情報提供 月３（同病院１）

集中支援加算⑤150 情報提供 連携 以外 福祉等 情報（文書） ①②③④⑤各月１

医療・保育・教育機関等連携加算①200/300 会議 連携 利用・継続月 本人・福祉以外 開催/参加＋利用・継続 ①②③各月１ 初回加算と併給不可

医療・保育・教育機関等連携加算②300 同行 連携 毎月 本人・福祉以外 訪問＋情報提供 月３（同病院１）

医療・保育・教育機関等連携加算③150 情報提供 利用・継続月 福祉以外 情報（文書）＋利用・継続 ①②③各月１

居宅介護事業所等連携加算①300 訪問 者引継（介護保険・企業） 以外 本人 月２（OL１可） ①②③各月１ 初回加算と併給不可

居宅介護事業所等連携加算②300 会議 者引継（介護保険・企業） 以外 本人・引継ぎ先 開催/参加 ①②③各月１

居宅介護事業所等連携加算③150 情報提供 者引継（介護保険・企業） 毎月 引継ぎ先 情報（文書） ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算①300 訪問 児引継（保学・企業） 以外 本人 月２（OL１可） ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算②300 会議 児引継（保学・企業） 以外 本人・引継ぎ先 開催/参加 ①②③各月１

保育・教育等移行支援加算③150 情報提供 児引継（保学・企業） 毎月 引継ぎ先 情報（文書） ①②③各月１

入院時情報連携加算Ⅰ300 訪問 入院時 毎月 病院 訪問＋情報（文書） ⅠⅡ合計月１

入院時情報連携加算Ⅱ150 情報提供 入院時 毎月 病院 情報（文書） ⅠⅡ合計月１

退院・退所加算300 訪問 退院退所時 利用時 病院・施設 訪問＋情報（文書）＋計画作成 ３回 初回加算と併給不可

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④
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R6 R7
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総担当 655 618 604 613 625 616 607 635

請求件数 307 259 253 257 224 260 259 212

新規依頼 21 15 21 16 10 12 18 8
新規 14 12 12 5 7 4 16 5
担当 119 117 125 126 126 124 123 124

請求件数 41 41 43 41 43 43 44 36
新規 3 4 0 1 1 0 4 0

担当 108 103 105 107 105 105 108 108

請求件数 40 39 46 44 38 48 41 33
新規 3 1 3 0 0 0 2 0
担当 76 78 79 78 77 75 75 73
請求件数 25 38 29 33 24 27 25 26
新規 1 1 1 0 1 0 4 2
担当 73 76 78 78 77 80 80 82
請求件数 39 31 31 32 24 35 30 27
新規 5 1 4 0 0 1 1 1
担当 68 69 70 69 69 69 69 69
請求件数 34 25 21 31 28 31 32 22
新規 1 1 1 0 0 0 0 0
担当 62 62 61 60 60 60 60 60
請求件数 32 22 27 25 25 31 26 25
交代(新規) 0 2 0 0 0 0 1 0
担当 39 39 38 39 39 39 39 38
請求件数 27 23 22 26 24 23 22 20
新規 0 1 0 1 0 0 0 1
担当 36 42 41 41 41 41 45 44
請求件数 21 17 10 22 14 17 19 13
新規 1 1 1 1 2 0 2 0
担当 0 6 9 15 22 23 24 26
請求件数 0 1 3 3 0 5 11 8
新規 0 0 2 2 3 2 1 0
担当 74 74
請求件数 34 22
新規 0 0

Ｒ７年度　経営目標数値

I

H

F

J

A

G

E

C

B

D

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
総担当 714 726 726 731 717 717 718 699 704 698 709 712

請求件数 269 309 297 292 248 255 307 242 266 272 254 280

新規依頼 19 16 11 14 5 11 15 19 6 20 19 19
新規 9 10 3 2 1 9 2 2 3 12 10 8
担当 130 132 133 131 131 126 126 122 121 122 122 122

請求件数 49 52 46 50 40 48 51 43 47 40 48 53
新規 0 0 0 0 0 1 1 1 3 1

担当 101 104 103 104 104 102 101 102 102 103 104 106

自生請求 2 1 3 2 2 2 1 1 0 0 1 1
新規 1 0 1 1 1 4 1 0 0 1 0 2
担当 81 81 81 80 80 80 79 79 79 78 77 76
請求件数 27 32 28 29 24 28 29 21 21 20 26 21
新規 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
担当 84 85 84 84 79 79 79 78 78 77 77 76
請求件数 32 28 40 34 21 35 30 27 28 34 20 31
新規 2 0 0 0 0 0 0 0 0 3 1 2
担当 76 76 77 78 77 74 74 73 73 73 73 71
請求件数 23 38 29 29 28 37 39 33 29 32 26 31
新規 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
担当 66 66 68 68 70 69 68 70 71 72 72 72
請求件数 24 33 27 22 33 28 29 21 31 27 25 23
新規 1 3 2 1 0 2 0 1 0 4 3 2
担当 54 57 59 61 61 64 64 60 60 60 63 63
請求件数 24 20 27 29 22 27 29 27 26 12 24 29
交代(新規) 3 2 0 0 0 2 0 3 0
担当 48 48 49 49 49 49 49 45 45 43 43 40
請求件数 31 27 29 26 28 30 32 33 29 33 29 27
新規 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
担当 25 25 26 26 26 26 27 27 28 30 30 33
請求件数 12 10 11 7 6 10 16 5 10 12 8 10
新規 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
担当 0
請求件数 0
新規 0

Ｒ６年度　経営目標数値

J

I

G

A

C

H

E

D

B

F
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実績の

見える化



【ア 量の確保】

① 体制加算の取得

（機能強化Ⅰ 資格取得 主任相談）

② モニタリング期間の短縮

③ 業務の兼務

（地域移行・地域定着・自立生活援助）

④ 積極的な加算取得・IT活用

【イ 質の確保】

① 業務の標準化

② 目標管理（人事考査）

③ 個人面談

④ 現場スキル訓練

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④

赤字にならない運営のための２つの観点



業務の標準化
＝

最低ラインの明確化

相談支援 報酬体系 軌跡 量① 量② 量③ 量④ 質① 質② 質③ 質④



共通言語をつくる
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経営理念

ありがとうを
分かち合う

指標

『すなおさ』『思いやり』
『専門知識』『思考持久』

相談支援の
業界水準を
引き上げる

MISSION 強み

・支援方針の記述力
・基本相談力
・会議ファシリテーション力

R7 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

登録者

請求

新規
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・毎月全員面談

・５か年目標
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心理面接演習
プログラム
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サンクスシェアのこれから



相談支援事業所の今後の方向性 ～地域に開かれた事業所として～

1. 地域との「つながり」の強化
• 地域住民や他機関（福祉、医療、教育など）とのネットワークづくり
• 地域ケア会議や福祉教育、町内会活動等への積極的な参加
• 情報発信（広報紙、SNS、地域掲示板など）による存在感の向上

2. 「顔が見える」相談支援の実現
• 定期的な地域サロンや出張相談会の開催
• 事業所の開放日（見学会や体験イベントなど）を設ける
• ユーザーや家族だけでなく、地域住民が気軽に立ち寄れる空間づくり

3. 専門性と安心感の提供
• 職員の継続的なスキルアップ（研修、勉強会への参加）
• 利用者に寄り添った柔軟な対応、個別支援計画の質の向上
• 障害福祉に関する相談窓口としての信頼性の確立

4. 地域資源の活用・連携
• 地域の福祉サービス、ボランティア団体、企業との連携
• 地域課題を共に考え、解決していく場の提供
• 地域共生社会の実現に向けた取り組みの推進

5. 将来的なビジョン
• 誰もが地域で安心して暮らせる仕組みづくりの一翼を担う
• 「相談支援＝特別なサービス」から「日常にある安心」への転換
• 子どもから高齢者まで、世代を超えた支援の架け橋としての機能
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